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茨 城 県 警 察 音 楽 隊 の 演 奏

　

敬
老
の
日

　

敬
老
の
日
を
迎
え
て
社
会
福
祉
法
人
滴
翠

会
の
各
施
設
で
は
敬
老
の
祝
典
と
行
事
が
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
滴
翠
苑
で
は

９
月
８
日
に
「
長
寿
祝
の
日
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
救
護
施
設
慈
翠
舘
で
は
９
月
�0
日
に
70

才
以
上
の
方
の
長
寿
を
お
祝
い
し
て
「
敬
老

祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

更
に
、
９
月
�2
日
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
明
翠
苑
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
華

翠
会
舘
と
合
同
で
家
族
の
皆
様
を
お
迎
え
し

て
「
長
寿
を
祝
う
会
」
が
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
日
は
、
百
才
以
上
の
方
の
お
二
人
を
始
め
、

白
寿
、
米
寿
、
傘
寿
、
喜
寿
、
古
希
の
方
と

90
才
以
上
の
皆
さ
ん
と
合
わ
せ
て
37
名
、
華

翠
会
舘
を
利
用
さ
れ
る
90
才
以
上
の
方
と
米

寿
と
傘
寿
の
方
��
名
へ
の
お
祝
い
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
滴
翠
会
の
施
設
ご
利

用
の
皆
様
の
長
寿
と
お
幸
せ
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

平成３年１月創刊
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

新
任
職
員
紹
介

調
理
員　

結
束　

玲
子　
　

（
平
成
27
年
７
月
採
用
）

　

私
、
ケ
ッ
ソ
ク
レ
イ
コ
と
申
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
は
旧
出
島
村
、
住
ま
い
は
神
立
町

入
社
ま
も
な
く
誕
生
日
を
迎
え
、
又
一
つ
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
今
、
は
ま
っ
て
い
る
事

は
池
波
正
太
郎
著
の
鬼
平
犯
科
帳
の
本
の
中

へ
入
り
込
ん
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
事
で
す
。

　

施
設
で
の
調
理
の
仕
事
は
過
去
二
年
余
り

経
験
し
ま
し
た
が
、
皆
や
り
方
は
違
う
の
で

一
か
ら
出
直
し
で
只
今
奮
闘
中
で
す
。
今
ま

で
の
施
設
と
違
い
、
利
用
者
様
と
直
接
触
れ

合
え
る
の
で
、
顔
と
名
前
が
分
か
り
、
そ
の

方
々
の
食
事
を
提
供
す
る
の
で
作
り
が
い
が

あ
り
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
皆
さ
ん
の
よ
う
に
迅
速
に
仕

事
が
出
来
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

味
覚
狩
り

　

９
月
３
日
、
近
く
の
果
樹
園
へ
味
覚
狩
り

に
出
掛
け
ま
し
た
。
車
で
�9
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

果
樹
園
で
は
、
今
が
旬
の
梨
（
豊
水
）
や

ぶ
ど
う
の
巨
峰
を
試
食
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

か
ら
は
、「
と
て
も
甘
く
て
美
味
し
い
」「
み

ず
み
ず
し
く
て
良
か
っ
た
」
と
秋
の
味
覚
を

楽
し
め
ま
し
た
。
巨
峰
や
梨
が
実
っ
た
畑
の

方
も
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
土
産

で
巨
峰
を
買
っ
て
帰
る
方
も
何
人
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
果
樹
園
へ
行
け
な
か
っ
た
人
は
、

３
時
の
お
や
つ
に
食
堂
で
梨
と
巨
峰
を
頂
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
味
覚
狩
り
に
行
け
な
か
っ
た
方
も

来
年
は
参
加
出
来
る
よ
う
に
日
々
の
体
力
作

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

味 覚 狩 り
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�
９
月
の
行
事

　

味
覚
狩
り　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
３
日

　

長
寿
祝
の
日　
　
　
　
　
　
　

９
月
８
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
24
日

　

彼
岸
法
要　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
26
日

　

納
涼
大
会

　

８
月
４
日
、
第
９
回
納
涼
大
会
が
苑
庭
で

実
施
さ
れ
、
天
候
に
恵
ま
れ
て
晴
天
の
も
と

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
中
は
暑
さ
が
厳
し
か

っ
た
で
す
が
、
夕
方
に
な
る
と
風
も
出
て

少
々
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
子
供
達

と
そ
の
保
護
者
や
近
所
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
ひ
た
ち
野
の
皆
様
、
姉

妹
施
設
の
慈
翠
舘
、
明
翠
苑
の
皆
様
が
お
見

え
に
な
り
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
は
、
今
年
も
千
代
田
舞
踊
連
合
会

の
皆
様
を
中
心
に
、
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
行
い

ま
し
た
。「
炭
鉱
節
」「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ

節
」
等
４
曲
を
踊
り
、
利
用
者
も
満
足
さ
れ

た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

夕
食
タ
イ
ム
の
模
擬
店
で
は
、
カ
ジ
キ
の

唐
揚
げ
、
蒸
し
鶏
、
え
び
焼
売
、
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
販
売
し
て
み
な
さ

ん
に
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
と
喜
ん
で
頂
き

全
て
完
売
で
し
た
。

　

最
後
は
、
花
火
大
会
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
子
供
達
に
一
列
に
並
ん
で
も

ら
い
、
手
持
ち
花
火
を
行
い
ま
し
た
。
噴
射

時
間
が
90
秒
と
長
く
、
子
供
達
に
大
好
評
で

し
た
。
最
後
は
、
滴
翠
苑
恒
例
の
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
花
火
で
す
。
72
本
の
花
火
に
、
一
斉
に

点
火
さ
れ
た
時
は
、
大
歓
声
が
上
が
り
、
見

ご
た
え
十
分
で
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
花
火
の
余
韻
が
残
る
中
、
今

年
の
納
涼
大
会
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

子 供 み こ し
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

農
作
業
班
、頑
張
っ
て
ま
す

　

慈
翠
舘
で
は
就
労
意
欲
の
持
続
・
啓
発
、

ま
た
は
機
能
低
下
防
止
の
た
め
、
平
日
の
午

前
中
に
作
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
班
で
は
施
設
の
隣
に
あ
る
畑
で
野

菜
の
栽
培
、
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫

し
た
野
菜
は
調
理
に
卸
し
、
皆
さ
ん
の
食
事

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調
理

で
使
用
す
る
野
菜
を
優
先
的
に
栽
培
し
、
効

率
良
く
提
供
で
き
る
よ
う
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
、
更
に
良
い
野
菜
を
栽
培

す
る
た
め
、
畑
の
地
質
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
１
月
に
専
門
業
者
に
畑
の
地
質
調
査

を
依
頼
し
、
肥
料
の
種
類
や
肥
料
を
撒
く
タ

イ
ミ
ン
グ
、
苗
を
植
え
る
時
期
な
ど
、
畑
作

業
の
基
礎
に
つ
い
て
農
作
業
班
の
皆
さ
ん
と

職
員
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、
冬
か
ら
春
先
に
か

け
て
地
質
改
良
を
行
っ
た
結
果
、
野
菜
が
良

　

敬
老
祝
賀
会

　

９
月
�0
日
、
慈
翠
舘
で
敬
老
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
古
希
の
方
が
３
名
増
え
て
�8
名
の

方
が
お
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
め
で

た
く
１
名
が
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ず
、
元
気
に
作
業
に

参
加
し
て
い
る
方
達
ば
か
り
で
す
。

　

お
祝
の
品
は
、
去
年
と
同
様
に
「
靴
」
が

皆
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
外
出
用

の
靴
な
の
で
、
こ
の
靴
を
履
い
て
積
極
的
に

外
出
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
々
古
希
を
迎
え
ら
れ
る
方
が
増
え
て
、

少
し
ず
つ
慈
翠
舘
の
高
齢
化
を
感
じ
ま
す
が
、

来
年
も
皆
さ
ん
元
気
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
体
調
に
気
を
付
け
な
が
ら
慈
翠

舘
の
生
活
を
楽
し
く
送
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

表 彰 を 受 け た 皆 さ ん
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

研
修
担
当
者
養
成
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
�9
日
・
20
日

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
26
日
・
27
日

　

�
９
月
の
行
事

　

救
護
施
設
利
用
者
交
流
会　
　

９
月
３
日

　

敬
老
祝
賀
会　
　
　
　
　
　
　

９
月
�0
日

　

彼
岸
法
要　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
26
日

　

館
内
消
毒
・

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
外
出

　

７
月
29
日
、
館
内
消
毒
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
害
虫
が
発
生
す

る
た
め
、
館
内
の
隅
々
ま
で
消
毒
し
、
掃
除

を
し
ま
す
。

　

掃
除
を
す
る
方
以
外
は
一
時
避
難
し
て
か

す
み
が
う
ら
市
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ

れ
あ
い
の
里
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
施
設

の
大
き
な
お
風
呂
に
入
り
、
皆
で
お
弁
当
を

食
べ
、
ゆ
っ
く
り
体
を
休
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
お
風
呂
の
後
は
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の

の
ど
を
披
露
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

慈
翠
舘
に
戻
る
と
、
皆
さ
ん
に
「
綺
麗
に

な
っ
た
ね
」「
あ
り
が
と
う
」「
ご
苦
労
さ
ま
」

と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
掃
除
を
し
て
下

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
暑
い
中
お
疲
れ
様
で
し
た
。

く
育
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
大
根
や

じ
ゃ
が
い
も
は
１
日
に
１
０
０
㎏
以
上
収
穫

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松
菜
な
ど
の

葉
物
野
菜
な
ど
、
上
手
く
育
た
な
い
野
菜
も

あ
り
ま
し
た
。
春
先
に
は
柔
ら
か
か
っ
た
土

も
、
少
し
ず
つ
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
野
菜
が
収
穫
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ふ れ あ い の 里 で
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

長
寿
を
祝
う
会
を
迎
え
て

明
翠
苑
利
用
者　

高
草
木
は
な　

　

今
年
も
「
長
寿
を
祝
う
会
」
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
あ
り
が

た
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
理
事
長
さ
ん
、

苑
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
大
変
お
世
話
を
し
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
も
こ
の
明
翠
苑
に
来
て
早
三
年
程
た
ち

ま
す
が
、
長
生
き
の
秘
訣
は
？
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
正
直
私
に
は
秘
訣
は
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、「
一
寸
先
は
闇
」
と
言
う
言
葉

の
ご
と
く
気
が
付
い
た
ら
こ
の
歳
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
１
０
１
歳
ま
で
生
き
て
来
ら

れ
た
の
は
、
ま
わ
り
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
泣
い
て
も
笑
っ
て

も
昨
日
は
戻
っ
て
来
な
い
の
で
、
毎
日
笑
っ

て
楽
し
く
生
活
す
る
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。
今
私
が
健
康
で
い
ら
れ
る
の
は
、
出
会

っ
た
す
べ
て
の
人
の
お
か
げ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
は
忘
れ
ず
に
、

健
康
に
気
を
つ
け
て
、
来
年
も
こ
の
「
長
寿

を
祝
う
会
」
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

体
は
財
産
で
す
よ
…
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

長
寿
を
祝
う
会

　

９
月
�2
日
（
土
）
明
翠
苑
・
華
翠
会
舘
合

同
の
「
長
寿
を
祝
う
会
」
が
華
翠
会
舘
ホ
ー

ル
で
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
百
寿
、
白
寿
、
卒
寿
、
米
寿
、

傘
寿
、
喜
寿
、
古
希
、
9�
歳
以
上
の
方
が
明

翠
苑
で
は
38
名
、
華
翠
会
舘
で
は
��
名
の
皆

さ
ん
で
し
た
。
施
設
長
か
ら
お
祝
い
の
記
念

品
を
お
一
人
お
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
明
翠
苑
の
利
用
者
全
員
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
茨
城

県
警
察
音
楽
隊
」
の
2�
名
に
よ
る
迫
力
あ
る

演
奏
で
、
華
翠
会
舘
ホ
ー
ル
中
に
楽
器
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
音

楽
の
リ
ズ
ム
に
体
を
動
か
し
た
り
、
手
拍
子

で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
と
、
ひ
と
時
の
時
間

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
元
気
に
「
長
寿
を
祝
う
会
」
を

迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
こ
の
先
も
職
員
一
同

本
当
の
家
族
の
よ
う
な
気
持
ち
で
接
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
い
て
下
さ
い
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

施 設 長 か ら お 祝 の 品
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○
百
歳
以
上

　
　

高
草
木　

様
（
百
一
歳
）

○
百　

寿
（
百
歳
）

　
　

細　

川　

様

○
白　

寿
（
九
十
九
歳
）

　
　

中　

村　

様

　
　

大　

枝　

様

○
九
十
一
歳
以
上

　
　

鬼　

澤　

様
（
九
十
七
歳
）

　
　

海
老
澤　

様
（
九
十
五
歳
）

　
　

吉　

田　

様
（
九
十
五
歳
）

　
　

小
松
㟢　

様
（
九
十
四
歳
）

　
　

小
曽
納　

様
（
九
十
四
歳
）

　
　

長
谷
川　

様
（
九
十
四
歳
）

　
　

河　

原　

様
（
九
十
三
歳
）

「
長
寿
を
祝
う
会
」
で
お
祝
い
を
受
け
た
皆
様

　
　

村　

田　

様
（
九
十
三
歳
）

　
　

植　

田　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

海
老
澤　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

飯　

田　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

岡　

野　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

関　

町　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

久
保
田　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

後　

藤　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

門　

野　

様
（
九
十
一
歳
）

○
卒　

寿
（
九
十
歳
）

　
　

飯　

島　

様

　
　

久
保
田　

様

　
　

飯　

島　

様

　
　

原　

田　

様

○
米　

寿
（
八
十
八
歳
）

　
　

田　

上　

様

　
　

市　

村　

様

　
　

小　

口　

様

　
　

中
野
谷　

様

　
　

根　

本　

様

　
　

古　

矢　

様

　
　

鶴　

田　

様

○
傘　

寿
（
八
十
歳
）

　
　

仲　
　
　

様

　
　

島　

田　

様

　
　

髙　

栖　

様

　
　

武　

川　

様

○
喜
寿
（
七
十
七
歳
）

　
　

加　

藤　

様

　
　

本　

多　

様

○
古
希
（
七
十
歳
）

　
　

渡　

邉　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
年
齢
は
九
月
三
十
日
現
在

　

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

８
月
８
日（
土
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

８
月
17
日（
月
）

参加人数　　　10名（男３名　女７名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、魚のから揚げ梅ソース
　　　　　　　長芋と鶏肉の煮物、生姜和え
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　学習（絵の具）

　今日のレクリエーションは絵の具を
使って壁面に飾る文字を塗ってもらい
ました。利用者の中には細かい所が苦
手の人がいて、他の利用者が細かい所
を手伝ってあげたり、丁寧に塗ってい
る人、楽しそうに塗っている人と、皆
さん上手で、協力して行なっていまし
た。出来上るのが楽しみです。

参加人数　　　10名（男３名　女７名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、ジャポネギハンバーグ
　　　　　　　ひじき煮、春雨サラダ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　ゲーム

　明翠苑で月一回のふらんす亭喫茶
が行なわれました。毎日暑い日が続
いているのでアイスクリームや水よ
うかん、ところ天を注文され、「おい
しい、さっぱりする」と皆さん召し
上がっていました。お腹の中からも
涼しくしていました。

　

長
寿
を
祝
う
会

　

９
月
�2
日
（
土
）、
華
翠
会
舘
ホ
ー
ル
に

て
華
翠
会
舘
・
明
翠
苑
合
同
の
長
寿
を
祝
う

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
��
名
の
皆
様
が
お
祝

い
を
受
け
ま
し
た
。

　

○
長
寿
者
（
九
十
歳
以
上
）

　
　

桜　

澤　

さ
ん
（
九
十
八
歳
）

　
　

小　

島　

さ
ん
（
九
十
七
歳
）

　
　

大　

森　

さ
ん
（
九
十
四
歳
）

　
　

鈴　

木　

さ
ん
（
九
十
四
歳
）

　
　

野　

口　

さ
ん
（
九
十
四
歳
）

　
　

大　

槻　

さ
ん
（
九
十
二
歳
）

　
　

樫　

村　

さ
ん
（
九
十
二
歳
）

　
　

島　

田　

さ
ん
（
九
十
二
歳
）

　
　

長
谷
川　

さ
ん
（
九
十
二
歳
）

　

○
米
寿
（
八
十
八
歳
）

　
　

富　

山　

さ
ん

　

○
傘
寿
（
八
十
歳
）

　
　

小　

吹　

さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

施 設 長 か ら お 祝 い
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

介
護
に
か
か
る
お
金

　

今
年
の
８
月
か
ら
介
護
保
険
の
自
己
負
担

金
の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。
一
律
一
割
だ

っ
た
も
の
が
、
本
人
の
年
金
な
ど
の
収
入
に

よ
っ
て
負
担
金
が
二
割
（
食
費
や
部
屋
代
等

の
自
費
分
を
除
く
）
に
な
っ
た
人
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
が
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
を
利
用
す
る
際
の
部
屋
代
や
食
費
の
負

担
を
軽
く
す
る
「
負
担
限
度
額
認
定
」
と
呼

ば
れ
る
軽
減
制
度
の
見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
非
課
税
世
帯
で
あ
れ
ば
軽

減
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
本

人
の
現
金
や
銀
行
預
金
、
有
価
証
券
な
ど
の

資
産
の
合
計
が
一
千
万
円
以
上
（
配
偶
者
が

い
る
場
合
は
二
千
万
円
）
を
超
え
る
と
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
資
産
が

規
定
額
を
下
回
っ
た
時
点
で
軽
減
制
度
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
で
利
用
者
の
意
見
を
聞
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
の
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方

の
多
く
は
戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
て
き

た
方
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
が
爪
に

火
を
と
も
す
よ
う
に
貯
め
た
お
金
も「
資
産
」

と
し
て
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

収
入
は
年
金
の
み
。
貯
金
を
崩
し
て
生
活
し

な
が
ら
、
入
院
等
に
備
え
て
貯
金
は
残
し
て

お
き
た
い
と
言
い
ま
す
。
制
度
と
し
て
一
定

の
線
引
き
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
て
も
理
不
尽
さ
を
感
じ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

逆
に
若
い
世
代
の
中
で
も
今
の
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
人
も
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け

蓄
え
が
あ
る
な
ら
支
払
う
の
が
当
然
だ
と
言

う
人
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
十
五
年
。
要
介
護

者
の
増
加
に
財
政
難
、
介
護
人
材
不
足
な
ど

解
決
す
べ
き
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
皆

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
ま

だ
時
間
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　

雨
蛙
ひ
と
り
窓
辺
の
夜
で
あ
り

葛く
ず
の
葉
を
流
る
る
雨
の
静
け
さ
よ

雨
止
め
ば
老
お
い
う
ぐ
い
す
鶯
の
啼
き
け
じ
む

七
夕
に
恋
へ
の
願
ひ
哀
し
け
れ

七
夕
を
一
日
前
に
し
て
別
れ

母
は
院
窓
辺
に
見
へ
し
夏
の
月

お
別
れ
は
老
鶯
の
啼
き
し
こ
ろ

　

７
月
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
利
用
さ

れ
た
齋
藤
様
か
ら
俳
句
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

齋
藤
様
の
お
母
様
が
明
翠
苑
に
入
所

さ
れ
て
お
り
、
普
段
か
ら
施
設
に
は
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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今月のことば ７

☆梨のコンポート　　　（エネルギー１人分 408kcal）

季節の梨を使用した涼しげな一品です。一晩冷やせば更に美
味しくなります。

●材　料（２〜３人分）
　梨 ２個（450ｇ）／水 300㏄／白ワイン 100㏄／砂糖 250ｇ
　レモン汁 1.5個分／ミントの葉

●作り方
①梨は皮を剥いて芯を取り、１㎝位の厚さに揃えて櫛切りにし
　ます。
②鍋に白ワイン、砂糖、レモン汁、水を入れて煮立てます。
③落とし蓋やアルミホイルで蓋をして、ごく弱火で30分位煮ま
　す。果肉が透き通ってきたら出来上がりです。
④冷蔵庫で冷やし、お好みでヨーグルトやアイスを添えてミン
　トを飾る。

慈翠舘　栄養士　池㟢久美子

人
生
意
気
に
感
ず
（
中
国
述
懐
詩
）

　

人
は
そ
の
知
遇
に
感
激
し
て
こ
と
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。


